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第 141 回東邦医学会例会プログラム 
平成 25 年 2 月 8 日(金) 午後 1 時～6 時 34 分 

東邦大学医学部大森臨床講堂（5 号館 B1） 
 

2 月 8 日(金) 
 

当番教室：法医学講座／泌尿器科学講座（大森） 

開会の辞                             泌尿器科学講座(大森) 教授 中島耕一 

A．一般演題                                                      

（発表：各 7 分，質疑応答：各 2 分） 

座長：中島耕一教授（大森泌尿器） 1 席（１:00-１:09） 

1. 左腎摘出 5年後に発症した血液透析患者における繰り返す尿路上皮癌の 1例（7分） 

松井幸英（大森泌尿器） 

 

B．平成 23 年度プロジェクト研究報告                                       

（発表：各 8 分，質疑応答：各 2 分） 

座長：中島耕一教授（大森泌尿器） 2～3 席（１:09-１:29） 

2. 大動脈弁置換術における機能温存のための臨床解剖学的解析（8分） 

○川島友和, 村上邦夫（生体構造） 

3. 性ホルモンがオレキシンによる体重制御機構に及ぼす影響の研究（8分） 

○高瀬堅吉，横藤田純子，船戸弘正（微細形態） 

 

座長：周郷延雄教授（大森脳神経外科） 4～5 席（１:29-１:49） 

4. 神経変性に関与するストレスシグナルの解析（8分） 

○小林正明(細胞生理)，本田なつ絵（総診） 

5. 概日性細胞内シグナルとストレス応答システムのクロストーク（8分） 

○田丸輝也（細胞生理），眞野容子（微生・感染） 

 

座長：池田隆徳教授（大森循環器内科） 6～8 席（１:49-2:19） 

6. 心房の伸展刺激に対する反応制御機構の解明（8分） 

○中瀬古寛子，本田 淳（薬理） 

7. 新規脂質結合蛋白 STARD10は心筋細胞において細胞膜脂質代謝を介して 

副交感神経受容体シグナル伝達を制御する（8分） 

○丸山博子(薬理)，澤 友歌（大森小児） 

8. 脂質転移タンパク質 STARD10の分子複合体による脂質代謝調節機構の解明（8分） 

○伊藤雅方（薬理），小田哲子（微細形態） 
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座長：近藤元就教授（免疫学） 9～12 席（2:19-2:59） 

9. IL-12/23p40産生シグナルに対する EtOH抑制作用の解析（8分） 

○石川文雄（免疫），内出一郎，高島明子（佐倉産婦） 

10. ヘルパーT細胞分化における核内転写制御因子の役割の解析（8分） 

〇田中ゆり子（免疫），永井英成（大森消内） 

11. EMAST腫瘍発生に着目した大腸癌肝転移分子メカニズム解明のための基礎的検討（8分） 

○有田通恒（免疫），菊池由宣（大森消内） 

12. 転写因子 STAT5の分子修飾による機能変化とリンパ球恒常性維持との関連（8分） 

○桑原 卓（免疫），矢野ともね（佐倉産婦） 

 

座長：小林秀行講師（大森泌尿器）13～14 席（2:59-3:19） 

13. 受精調節タンパク質ダイカルシンの作用機構の解析（8分） 

○三輪尚史（細胞生理），齋藤善雄（物理） 

14. マウス卵母細胞における Cdc7の活性化機構（8分） 

○村井 晋（生化），福田雄介（大森産婦） 

 

座長：本間 栄教授（大森呼吸器内科）15～17 席（3:19-3:49） 

15. モデルマウスを用いた特発性肺高血圧症に関与する遺伝子発現様式に関する検討（8分） 

○若山 恵(大森病院病理)，下平佳代子(大森小児) 

16. ガッティ型肺クリプトコックス症(Cryptococcus gattii infection)に関する病態解析（8分） 

○大久保陽一郎(大森病院病理)，陳 怡如(大森皮膚) 

17. Dectin-1遺伝子欠損マウスを用いた深在性真菌感染症感染モデルの解析（8分） 

○石渡誉郎(大森病院病理)，中山晴雄(大橋脳外) 

 

座長：川合眞一教授（大森膠原病）18～19 席（3:49-4:09） 

18. アザチオプリンの副作用出現と代謝酵素の遺伝子多型（8分） 

○北原加奈子，高木賢治(大森膠原病) 

19. 関節リウマチ滑膜における IL-17の発現と関節破壊機序および疾患活動性との関連（8分） 

○中島 新，青木保親，園部正人，柴田孝史，佐々木裕(佐倉整形)， 

寺井謙介(佐倉病院病理) 
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C．平成 23 年度医学研究科推進研究報告                                        

（発表：各 15 分 質疑応答含） 

座長：川合眞一教授（大森膠原病） 20 席（4:09-4:24） 

20. 免疫寛容の成立における SATB1遺伝子の機能解明（15分） 

近藤元就（免疫学） 

 
 
 
 
 

D．特別講演                                                          

座長：石井良和教授（微生物・感染症学） 21 席 （4：24-4:54） 

21. 髄膜炎発症機序の解析（30分） 

先端医科学研究センター 教授 宮﨑修一 
 

座長： 酒井 謙教授 （腎臓学） 22 席 （4:54-5:24） 

22. 蛋白尿の発症機序：ネフローゼ症候群の分子病態解明に向けて（30分） 

    小児科学講座（大橋） 教授 関根孝司 
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  招招待待講講演演    （5:24-6:34） 

企画：法医学講座/泌尿器科学講座（大森） 

 

（講演 60分，討論 10分）           

座長：黒崎久仁彦教授 （法医学講座） 

 

「宇宙医学：見えない力(重力)と人体」 (60分) 

三井石根(みついいわね) 三井メディカルクリニック院長・東邦大学医学部客員教授 

 

 

 

閉会の辞                                  法医学講座 教授 黒崎久仁彦 

 

 

 

 

 

 

 

注1) 一般講演，プロジェクト研究報告，医学研究科推進研究報告の演者の先生は，必ず例会当日までに「雑誌掲載

用講演抄録」(400 字程度・構造化不要)と「*Keywords」(英語 3 語以内)を出力紙とデータ（FD・CD・USB 等）を受

付にご提出になるか，e-mail添付でお送りください（E-mail： igakukai@med.toho-u.ac.jp）。* Keywordsは東邦医

学会雑誌総索引に掲載されますので，適切な用語を選んで下さい。 

2) 特別講演（企画講演含む）の先生は，例会当日より4週間以内（締切日は依頼書に記載）に4000字程度にご講

演内容をまとめて提出してください。 

 

注：1）～2）とも東邦医学会雑誌近刊号に掲載の予定です。2）につきましては，詳細を受付におたずねください。 

 

 

 5 号館地下臨床講堂 内線：3862   PHS: 71300 (開催日のみ)  


